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令和元年１０月 ３日

令和元年度館蔵資料展「縄文貝塚 貝の花遺跡」開催について 

１ 概 要 

 松戸市立博物館では、毎年館蔵資料を紹介する展覧会を開催しています。この秋

は、市内の縄文時代の遺跡である「貝の花遺跡」の発掘調査成果について、出土品

をもとに紹介します。 

２ 展示のポイント 

貝の花遺跡は１９６４・６５年度に調査が行なわれ、その成果は１９７３年に刊行

した報告書にまとめられています。この展覧会では、この約半世紀で長足の進歩を遂

げた考古学の視点から出土品を見直すことで、新しい貝の花遺跡の姿を紹介します。 

３ 展示構成（展示資料数 １５９点） 

Ⅰ はじめてわかった縄文集落の全貌 

 縄文の集落跡を全面的に発掘し、その全貌を明らかにしたということで、当時学

術的に大変貴重な調査例となった貝の花遺跡の特徴を紹介します。 

Ⅱ 様々な出土品 

  縄文土器をはじめ、耳飾や土偶などの土製品、石製品、骨角器、貝製品などの出

土品を紹介します。 

Ⅲ 石器石材から貝の花縄文人の交易を考える 

  貝の花遺跡から出土した石器石材の分析成果から、当時の人・物の移動の様子や、

遠くは新潟県をはじめ広い地域とのネットワークを解明する手がかりを紹介します。 

Ⅳ 縄文時代の塩づくりと貝の花ムラ 

  製塩土器と呼ばれる塩をつくるために使ったとされる土器を展示し、当時の塩づ

くりに注目します。 

Ⅴ 教科書に載った「貝の花」 

 「貝の花遺跡」は長年、日本史教科書に取り上げられてきました。高校生はこの遺

跡で何を学んできたのかを紹介します。 



４ 開催期間 令和元年１０月５日（土）～１１月２４日（日） 

９時３０分から１７時（休館は１６時３０分まで） 

月曜休館（祝日の場合は開館し、翌日休館） 

５ 会  場 松戸市立博物館 企画展示室 

６ 観 覧 料  無料 

７ 関連行事 

（１）講演会

①「新しい貝の花遺跡の姿」

日時：令和元年１０月１９日（土）１３時～１５時

会場：当館講堂

講師：大森隆志（松戸市立博物館学芸員）

②「縄文の美を楽しむ－海辺の縄文文化－」

日時：令和元年１０月２６日（日）１３時～１５時

会場：当館講堂

講師：井出浩正（東京国立博物館教育講座室長）

（２）展示解説会

日時：令和元年１０月１３日（日）、１１月１６日（土）・２４日（日） 

各１４時３０分から（所要時間約３０分） 

（３）子どもわかもの課 森のこども館事業連携企画

「なりきり縄文人－縄文人の家を探検してみよう！－」

日時：令和元年１０月６日（日）①１０時３０分②１３時３０分から 

場所：復元竪穴住居（２１世紀の森と広場 縄文の森） 

８ 主  催  松戸市立博物館 

９ 後  援  (公財)松戸市文化振興財団、千葉テレビ放送（株）、 

(一社)松戸市観光協会 

10 協 力  新京成電鉄（株）、北総鉄道（株）、流鉄（株） 

11 そ の 他 同時開催（公財）出土遺物公開事業 

「ｅｃｏ生活事始め－考古資料から見た上手な資源の使い方－」 

(公財)千葉県教育振興財団・松戸市立博物館共催 



※千葉県教育振興財団文化財センターが年度ごとにテーマを設定し

て企画展示を実施する事業で、県内の施設を巡回し、発掘調査で

出土した考古資料を紹介します。今年度は松戸市立博物館の他に、

千葉県立房総のむら風土記の丘資料館・袖ヶ浦市郷土博物館で開

催を予定。

【問い合わせ先】千葉県教育振興財団文化財センター

（☎０４３－４２４－４８５０）

12 添付資料 

（１）主な展示資料写真

（２）館蔵資料展「貝の花遺跡」展示案内チラシ

（３）同時開催 （公財）出土遺物公開事業チラシ

【問い合わせ先】 

生涯学習部博物館  ☎０４７－３８４－８１８１ 



主な展示資料写真 

01 深鉢形土器（縄文時代後期前半 約 3000 年前）  

埋葬に使われた土器。この土器の中から子供の埋葬骨が発見さ

れた。 

02 土偶（縄文時代後期後半 約 3500年前） 

貝の花遺跡からは土偶が 47 点出土している。今回の資料展で

は 10 点を展示予定。その内の 1点。腕・胴下半部は欠損して 

いる。 

03 製塩土器（縄文時代晩期はじめ頃 約 3000年前） 

貝の花遺跡からは製塩土器（海水から製塩する過程で使用する

土器）が見つかっており、塩づくりをしていたことがわかって

きた。製塩土器は海水を煮詰めるために使われるため、1 回使

うと、全体が赤くなり、また細かく割れてしまうことが多いが、

この土器はそのようなところは見当たらない。おそらく、土器

を作ったけれども未使用のまま捨てられたものと考えられる。 



〒270-2252 千葉県松戸市千駄堀671  ☎047-384-8181

松戸市立博物館企画展示室
【
会
場
】

観覧料

無料

【主催】松戸市立博物館　　【後援】（公財）松戸市文化振興財団／　　　　　　　／（一社）松戸市観光協会

【協力】新京成電鉄株式会社／北総鉄道株式会社／流鉄株式会社

【休館日】毎週月曜日（但し、10月14日・11月4日は開館）・10月15日(火)・11月5日（火）

縄文貝塚
貝の花遺跡
10/5土▶11/24日9：30~17：00

（入館は16：30まで）

令和
元年

（写真撮影：小川忠博）

館蔵資料展

松戸市立博物館　館蔵資料展「縄文貝塚 貝の花遺跡」

同時開催：公益財団法人出土遺物公開事業　eco生活事始め



　貝の花遺跡は縄文時代中期～晩期（約4500～3000年

前）の集落遺跡で、1964・65年度に発掘調査が行なわれま

した。その成果は1973年に刊行された発掘調査報告書に

まとめられています。この展覧会では出土品の数々を鑑賞し

ていただくとともに、発掘調査報告書刊行以降の研究によっ

て明らかにされた貝の花遺跡の“姿”についても紹介します。

深鉢形土器（縄文時代後期）

（写真撮影：小川忠博）

鉢形土器（縄文時代晩期）

深鉢形土器（縄文時代晩期）製塩土器

石剣（左3点 縄文時代晩期）・石棒（右2点 縄文時代後・晩期）

貝輪（左4点 縄文時代後・晩期）
土製耳飾（右3点 縄文時代後・晩期）

皿形土器（縄文時代晩期）

〒270-2252　千葉県松戸市千駄堀671
☎047-384-8181
http://www.city.matsudo.chiba.jp/m_muse/

交通案内

【開催日】10月13日（日）・11月16日（土）・24日（日）

【時　間】14時30分～（所要時間約30分）

【会　場】企画展示室

【申　込】不要（直接会場へお越し下さい）

◆申込方法　下記の（A）または（B）　　　　　　

（A）web申し込み：当館ホームページよりご応募ください。　（B）往復はがき：一人一枚に住所･氏名（ふりがな）・電話番号・返信用宛名を明記して、「10/26歴史を語る③」係へ。 

講演会の一部で、一時預かりあり（6ヶ月～小学2年生、無料。申込については電話でお問い合わせください）。

❶「新しい貝の花遺跡の姿」
【日時】令和元年10月19日（土）13：00～15：00

【講師】大森隆志（当館学芸員）

【定員】80名　当日先着順

❷「縄文の美を楽しむ－海辺の縄文文化－」
【日時】令和元年10月26日（土）13：00～15：00

【講師】井出浩正氏（東京国立博物館教育講座室長）

【定員】80名　抽選

学芸員による展示解説会講演会（無料） 会場：博物館講堂 （①当館友の会共催）

■新京成線「八柱駅」・JR武蔵野線「新八柱駅」下
車、徒歩15分。または、松戸新京成バス小金原団
地循環・新松戸駅行「公園中央口※」下車すぐ。

■JR武蔵野線・常磐線「新松戸駅」下車、松戸新京
成バス八柱駅行「公園中央口※」下車すぐ。
※10月25日から森のホール21・公園中央口に名称変更

▶お車でお越しの方へ

来館者専用の駐車場はございません。21世紀の
森と広場の有料駐車場をご利用下さい。なお、当
館では障害者専用の駐車場をご用意しておりま
す。詳しくはお問い合わせください。

深鉢形土器
（縄文時代晩期）

土版（左3点 縄文時代晩期）
有孔円板（右3点 縄文時代晩期）

10/10（木）必着






	☆高齢者対象のセミナーの開催（高齢者支援課）
	資料
	松戸市は遺言による寄附(遺贈) �を受け入れています
	スライド番号 2

	資料提供⑦音楽部活動における児童生徒の活躍
	校長会30.10.5用

	資料提供⑧台風
	羅針盤等掲載用　11日　17時00分現 

	
	201910.3




